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１．評価結果 

評価ランク：Ａ 

 

２．委員の指摘及び提言概要 

 都市における局地的大雨の予測の精度向上に対して、大気汚染物質による雲の生成や都市建築

形態や排熱をモデルに組みこんで予測モデルの精緻化を目指しており、研究は計画通りの進展が

見られる。学術的にも価値がある成果が得られていると考えられ、学術論文への公表を期待する。

社会への発信活動を活発に行った点は計画以上であり評価される。一方でシミュレーション結果

は時空間的に誤差が大きく、予測精度がどのように改善されているのかが明確に示されていない

懸念がある。観測による検証をさらに行うとともに、都市発展効果、大気質効果の感度の普遍性

について確認することが重要と考えられる。今後将来予測においては用いる疑似温暖化実験の特

性を踏まえて慎重な評価をお願いしたい。さらに最終的に都市の排水設備や地下貯水池の現状な

ども考慮し、都市型の水災害を低減するための具体的な都市開発の提案に対しても検討を進めて

いただきたい。 

 


